アイヌ衣服の地域差に関する研究：素材・文様を中心に by 五関 美里 & Misato GOSEKI
― 79 ―
一．従来の研究動向とその問題点　
アイヌの衣服に関しては、これまで文献を中心とした研究（児玉
一九六五、小荷田一九七二、児玉一九九五、本田二〇〇五など）や、考古学的視点から見た （河野一九九七） 、資料収集による調査・検討（荒井、村中一九六一、諏訪原、鷹司二〇〇二など）が行われているが、このような衣服に関する先行研究はいずれも古く、さらに被服研究 専門 研究者によるものが多い。そのため、アイヌ
（１）
の
歴史背景や儀礼、信仰 生活形態等までを押さえて論じられている例が少なく、衣服の地域差に関しての研究もあまり見られない。以上の理由から、衣服の中でも地域ごとの特徴の違いが見られる、素材と文様に注目し 比較・検討を行った。　
アイヌは元々、他民族との交易が盛んな民族であり、今日まで
様々な文化 融合し、自分たちの文化を作り上げている（大場二〇〇一：一） 。アイヌ文化
（２）
は、他民族との交易によって作り上げ
られた文化である も考えられる。とくに 和人
（３）
との交易が盛んに
なったと考えられる近世以降では、和人によって記された文献や、アイヌ絵
（４）
と呼ばれる絵画が多く残っている。アイヌは文字を持たな
い民族であるため、文献や絵画に記録さ ている内容は すべて他
者によって記されたものである。そのため、現在までのアイヌ史、アイヌ文化は、すべて他者から見た研究である。しかしながら、いまだ十分に解明されていないアイヌ史、アイヌ文化の研究を進めるためには、上述のような現存する資料を、さらに細かく調査・検討していく必要がある。それにより、アイヌ自身ではなく、他者の記した資料からも、 「歴史の主体として アイヌ像」が見えてくるのではないかと考えられている（児島二〇〇三：二） 。このことは、アイヌ衣服の研究に関しても同様であると言え 。　
アイヌ衣服の地域差とその成り立ちに関する問題は、一つの学問
分野からではなく様々な分野か 学際的に比較・検討していく必要がある。衣服の地域差を明らか することは、アイヌ衣服の独自性や、日本周辺の他民族から 影響を踏まえたアイヌ文様の成り立ちの解明に繋がるも として意義があると考える。そのため、文献史料に記されてい 衣服や資料を中心に比較・検討を行 における衣服の地域差を、主に衣服の素材と文様 注目しつつ 明らかにしていくことを目的とする。二．文献・絵画からみた衣服
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（一）素材の地域差と身分差　
衣服の素材には地域ごとに違いがあり、それは文献から見るこ
とが出来る。例えば、 『エトロフ島漂着記』では、 「①身にはあしかの皮を着物にいたし、…（中略）…②唇に入ずみいたし、脈前より手先まで段々入墨仕、指には一筋づゞ入墨致し申候」 （高倉編一九六九：七より引用、傍線部①②筆者注）とあり、まず傍線部①には、 「身にはあしかの皮を着物にいたし」とあることから、普段着として あし 用している様子が分かる。さらに前後の文脈から判断すると、着用 ているのは恐らく女性であり、普段は刺繍 様のない獣皮を着ていると考えられる。また、 傍線部②では、唇、 手首から指先にかけてイレズミ
（５）
を施している様子が窺える。 「指
には一筋ずつ」という記述から 南島のハジチ ような細かく複雑な文様ではなく、 直線的で比較的単純な文様であっ と考えられる。　
さらに、獣皮として使用されていた動物や、樹皮衣の着用の様子
に関して、 「③男女共に衣類は大鳥の皮、狐、らっこ、 しか 熊の皮 て候。裏をなめす事なく、 ぎ候まゝにて袖ぼそに仕立着用仕候。… （中略） …④男女共に別て前を隠し申候。男は帯をいたし候。獵に出海に入候節はあつつふしと申物木 皮にて組たるを下帯の上に巻て見せ不レ申 。女の衣類はむねよりすそま 縫通 て候。 」（高倉編一九六九：七―八より引用、傍線部③④筆者注） 。とあり、傍線部③からは、衣類として使用されていた獣皮には鳥、狐、らっこ、あしか、熊の皮が用いられ いたことが分かる。寒冷 地域で
あるためか、この地域では獣皮の着用が目立っており、アットゥ
ㇱ（６）
などの木の皮 ら作られる衣服は、傍線部④にあるように猟で海に出る場合など特定の状況のみに見られた。このことから、衣服の素材は着られる地域によっても、その寒暖差から多少異な くるのではないかと考えられる。同時に 大人用の衣服だけでなく、子ども服に関する記述も記さ ている。 「⑤子共の着物は大方犬の皮にて候。 」 （高倉編一九六九：八より引用、傍線部⑤筆者注）とあることから、傍線部⑤からは、子どもの衣服は、犬の皮から作られる獣皮が使用されていたことが分かる。ここでも樹皮衣と思われる記述はなく、衣服はすべて獣皮が着られている。　
一方で、獣皮を着用する際にも身分による差があることが窺え
る事例がある。 「一、⑥剥取候衣類は位のよき者共着仕候 下ゝにてもまれに一つは着申候。米も位よき者食給申候」 （高倉編一九六九：八より引用、 傍線部⑥筆者注） 。傍線部⑥からは、 剥ぎ取った衣類（獣皮）は、主に位の高い者が着用し、稀にその他の者も着用していたとす 様子 窺える。このことから、アイヌの中には和人から見た限りでも位の差があり その差によって着用する衣服も変化が生じている場合があるということが分かる。この身分差による着用する衣服の違いについては、アイヌ絵を見ると、位 高い者に文様付きの衣服や陣羽織などが身に着けられる可能性が高い考えられるが、上述の記述内容からは、少なくとも一七〇〇年代初頭の択捉島においては、獣皮が高価なものであった 考え れ 。
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さらに、 『蝦夷國風俗人情之沙汰』では、樺太・蝦夷地の様子が
記述されており、 ここでは衣服が交易されている様子が伺える。 「⑦官服の古衣の錦類、青玉等を持来て、蝦夷土産物及び日本の鐵、鉄類と交易あり。…（中略）…⑧貴 獵虎皮、獺皮、貂皮等を持出、満州人等は満州の官人の古衣の錦類、青玉等を持出て相互に利益の損得を量て交易すると云り」 （高倉編一九六九：四七九より引用、傍線部⑦⑧筆者注）とあり、傍線部⑦には 満州人との交易の様子が記されている。ここでは、 服 類がアイヌ側へ渡ったこと 分かる。また、傍線部⑧からは、ラッコ皮、カワウソ皮、テン皮は特に貴重なものとされ、官人の古衣の錦類、青玉などと交易された。つまり、当時において、獣皮は普段着としても交易品としても価値の高かったものであった とが分 る。　
このような毛皮交易に関しては、一般に、北海道では明治時代の
入植以降、和人の作業着として帽子や手袋などに防寒 ために毛皮が用いられるようになったといわ （齋藤二〇〇三：六九） 。しかし、和人社会の毛皮利用は、本州 文化の影響を強く受けた北海道アイヌにおいては、樺太・千島列島のアイヌ 比べて、毛皮利用は希薄であったとされている（齋藤二〇〇三：七〇） 。確かに、文献を見ても、択捉島や樺太といっ 地域では普段着 獣皮の着用が見られるが、北海道アイヌで 樹皮衣 着用 多く見られの理由には、恐らく時代とともに和人との交易品 して価値の高獣皮や鷲羽などが重宝されたため、獣皮の多くは交易品 消費
され、それにより、自分たちが着用する衣服には樹皮衣が使われたと考えられる
（７）
。このような樹皮衣の着用が、和人との交易により得
た木綿衣へと徐々に変容し、 木綿衣 普及していったと考えられる。その理由としては、木綿衣は 保温性、吸湿性、丈夫さ、柔らかさ等の特質においても秀でており（笠間一九八八：三二） 、それまでの樹皮衣と違って、アイヌの刺繍などの細かな文様芸術が施しやすかった点が考えられる。　
木綿衣は、現在では博物館等でよく目にするが、当時においては
木綿衣とくに刺繍入りのものは貴重品 あり、所持していることで威信としての役割があった。しかし、現在では、木綿衣よりも樹皮衣の方が貴重とされており、その理由には製作者が少ないことが考えられる
（８）
。
　
このような衣服については、 北海道内でも様々な地域差があ
その中でも特に、衣服の文様については、文様の形の類似性から北方民族との関連があるとも考えら る（錦谷一九七〇：三九） 。アイヌの文様は、衣服・装飾品・イレズミなどに見るこ が出来が、とくにアイヌの服飾文様は独自性が濃く、刺繍衣に施されている渦巻文様は、先端が急に幅が狭くなる、他 例を見ない特別な曲線であるとされている（鷹部屋一九六四：六） 。文様が施されているアイヌ衣服には、様々な種類があるものの、 服に施される文様や素材はそれぞれ異なっている
（９）
。文様入りの衣服は、主に晴着とし
て着用されるが、着ているうちに古くなり、やがてそれが日常着と
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なることもある。（二）衣服に施される文様　
このようなアイヌの服飾文様には、それぞれ名称が付いており、
『アイヌ民族誌
 上』の分類によると、第一図のようになる。この分
類の中でも、 「２．モレウ」や「３．アイウシモレウ」は、アイウ
シ文とモレウ文の複合型で類似しており、 さらに「５―７．ウタサ」や「
10．ウレンモレウ」～「
13．シッケウヌウレンモレウ」など、
形状が似ている文様も多くある。その中でも「１．アイウシ文」は、最も基礎的な 様であり、モレウ文等と 複合により、様々な文様へ派生している様子が窺える。このアイウシ文は、棘がある文様という意味で、 ｛｝ に似ていることから括弧形文様とも言われている。アイヌの服飾文様には、アイウシ文は非常に多く使用され他の民族にはあまり見られ いものであるため、アイヌ 様を特徴付ける重要な要素の一つとさ て る（アイヌ文化保存対策協議会編一九六九：二二六） 。　
上述した服飾文様は、絵画史料であるアイヌ絵にも見ることが出
来る。例えば、 『蝦夷島奇観』は 江戸幕府の役人である秦檍磨が、当時のアイヌの習俗を忠実に描いた資料 して知られてい磨は、幕府の蝦夷地探索の一員として寛政一〇年（一七九八）から数回に渡り、北海道、国後、択捉を調査した（佐々木二〇〇四：八五―八九） 。第二図を見ると、中央の檻の近く 首長或いは祭主と思われる人物が、 一人だけ樹皮衣 上から陣羽織を着用して る。それ以外のアイヌ 獣皮衣ではなく樹皮衣を着用している。そのため、 「冬十月頃」であっても樹皮衣を着用する比較的温暖な時期・地域であった可能性がある。さらに、絵 様子から、着て る衣服はアットゥ
ㇱ
であると考えられる。アットゥ
ㇱ
（
attus ）の表記に
ついては、研究者によって様々であり、主にアツシ 厚司、アトゥ
第 1 図　アイヌ服飾文様の種類
注）　 1. アイウシ、2. モレウ、3. アイウシモレウ、4. シッケウヌモレウ、5 － 7. ウ
タサ、8,9. シク、10. ウレンモレウ、11. シクウレンモレウ、12. アイウシ
ウレンモレウ、13. シッケウヌウレンモレウ、14. アパポエプイ、15,16.
アパポピラスケ、17. エトコ、18. プンカル、19. つりがね形
〔出所〕 アイヌ文化保存対策協議会編（1969）：『アイヌ民族誌　上』第一法
規　p.227 より引用。
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シ、アットゥ
ㇱ
などと表記される。これは、地域の違いによって名
称が異なっている可能性があるが、アイヌ語の発音をローマ字で表したものでは「
attus 」と書かれるため、この発音により近いと考
えられる「アットゥ
ㇱ
」での表記が望ましいと考えられる。そのた
め、 本稿では「アットゥ
ㇱ
」として統一する事とした。第二図のアッ
トゥ
ㇱ
に施されている文様は、背に濃紺の木綿を帯状にした布で張
り付けられ、 その上に刺繍が施されている。全体的に ウシ文 （括弧形 ｛｝ 文様）が見られ、モレウ文（渦巻文様）は見られない。　
また、 『夷諺俗話』には、 「其上へアツシのチミプを着するなり。
チミプといふは着物といふ事にて手羽アツシの事なり。⑨メノコの着するアツシのチミプは無地多 。縫模様のあるも中には着したるもあり。 」 （高倉編一九六九：五〇〇より引用、傍線部⑨筆者注）とあり、傍線部⑨からは、女性の着用する着物は無地 多 が、縫って作られた縫模様のある物も着用することが分かる。これは、儀礼以外にも文様入 の衣服を着用している 子 分かる事例である。また、この文様入りの衣服の素材は「アツシ」とあることから、樹皮衣である とが分かる。　
上述した事例や実物資料から見ると、アイヌでは文様入りの衣服
は、樹皮衣や木綿衣である場合が多く、獣皮衣や魚皮衣に文様が施されている事例は見当たらない。つまり、アイヌで 、文様入りの衣服は植物質の樹皮衣や草衣、木綿衣に み見られる。これ 、魚皮衣に刺繍やアップリケ、装飾品を施す日本周辺 北方民族
）（1
（
とは異
第 2 図　蝦夷島奇観・熊檻を囲むアイヌ
〔出所〕秦檍磨（1982）：『蝦夷島奇観』雄峰社　東京国立博物館蔵 p.89 より引用。
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なった文化であるといえる。三．衣服の地域差（一）日本周辺の北方民族との比較　
上述したように、日本周辺の北方民族と北海道アイヌの衣服との
違いには、刺繍や装飾を施す衣服の素材に違いが表れている。アイヌにお て 樹皮 に施される切伏や、木綿衣に見られる細かな刺繍や切伏、切抜といった文様がアイヌ服飾文様と呼ばれる独特の文様芸術であるとされるが、アイヌの魚皮衣においても鮭の腹と背の違いを利用した工夫
）（（
（
や、鳥羽衣では白黒の羽を使用した市
松文様などから、すでに文様を施そうとする様子が窺え （笠間一九八八：三一） 。この衣服素材が木綿衣になり、文様自体も複雑化し、次第に文様芸術が進化 と考えられるが、魚皮 、獣皮衣、鳥羽衣には刺繍や切伏と った文様が施されない。この理由の背景には、やはり北海道における和人との接触から、本州の影響を強く受けた北海道アイヌならでは 要因があると考えた。それは、日本周辺の他の 方民族の獣皮衣、魚皮衣には 入り衣服が存在ことから、毛皮交易が盛んになり 木綿 普及した北海道 らではの服飾文様を生み出したのでは いかと考えられ 。　
また、北海道アイヌが和人との交易で得ていた物の中でも、とく
に陣羽織などの衣服に関しては、アイヌ集落の中でもある一定の地位がある人物しか着用していない。こ ことはアイヌ絵を見 と明
らかであり、陣羽織を着ているアイヌはごく一部である。このような陣羽織などの衣服は、交易で得た物の中でもとくに貴重なものであり、所有している事で威信としての役割を担っていたと推察できる。一方で、首長以外にはどのような人物が着用していたか考えと、巫術者であるトゥスクル
）（1
（
が挙げられる。
（二）トゥスクルの服装　
アイヌでは、首長と同等と考えられる力を持つ人物としてトゥス
クルの存在がある。トゥスクルはいわゆる巫術者であり、アイヌ儀礼や信仰と密接に関わり、アイヌ社会全体を動かしていた存在であるとされている（知里一九七三：二三―二四） 。知里真志保によると、古くには男性も巫術を行っていたとされるが
）（1
（
、首長も同じよ
うな巫術者であったとされてい （知里一九七三：二六） 。近年では、少なくとも一九八二年から一九九九年の調査報告書において、一部地域
）（1
（
にトゥスクルの文化がみられ、集落内での日常の秩序維持を担
う存在としてや、子どもの名付け親、または罪を犯し 人物を裁くといった行為を行っている様子が見 れる（北海道教育庁社会教育部文化課編一九八二など） 。さら 、口承文芸の中にもトゥスクルと思われる人物が登場している （大場二〇〇 丹菊二〇〇三など） 。このトゥスクルも、首長と同等の位を持っていた人物で ったと考えられるため、同様の衣服を身にまとっていた可能性があると推察できる。
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一方で、樺太オロッコでは、アイヌ同様に巫術者の存在が窺え、
祈祷により神と交信する者をサマ（
Sam
a ）と呼んでいる（北海道
教育委員会一九九五：一八） 。 の服装は、頭には柳の木の削りかけで作った冠（アーヘラ） 、上衣（テトア） スカート（ホッシ） 、短靴（タプチカ）である。祈祷用具としては、ダーリーと呼ばれるトナカイの皮 られた太鼓を持ち、腰には沢山 金属片を腰鈴のように結び付ける。これがサマの祈祷時の正装姿であるとされている（北海道教育委員会一九九五：一八） 。また、樺太ニブフでも、チャムと呼ばれる巫術者が独特の正装をする（北海道教育委員会一九九五：三一―三二） 。このことから、文様の様子 では確認できないものの、オロッコにお るサマ或いはニブフ チャムと呼ばれる巫術者が、明らかに他の人物とは異なっ 独特な服装をしていることが分かる。日本周辺の北方民族 類似点の多いアイヌにおいても、 の点は共通すると考えられるため、アイヌ おける巫術者も、首長同様に独特な服装があったと考えられ 。四．結語　
以上のことをまとめると、第一表のように、アイヌの衣服は素材
や文様の付け方などに地域差が見られる。さ に、衣服の種類ごとの分布地域は、第二表のようにまとめ　
アイヌ衣服の文様は着飾るだけでなく、襟首、袖口、裾まわり
開いている部分や死角になっている部分から悪霊 忍び込まないよ
うに魔除けとして施されているとも言われている
）（1
（
。また、 『エトロ
フ島漂着記』などでは、衣服への文様の様子は詳しく記されていなかったものの、一七〇〇年代初頭当時の択捉島にお て、獣皮は位の高い者が身 着けている傾向にあり、同時に、植物質のものより 第一表
　
衣服と地域の共通点・相違点
地域
衣服
すべて共通
異なる
内
　
容
着られる素材
×○
寒暖差や身分差といった理由が考えられる。
文様の形
×○
衣服の文様には家紋としての意味はないが、家ごとに特徴は表れているとさ
施される文様の意味×○
一般には魔除けとされるが、人によって異なる。
作り方
○×どの地域も同じ作製方法。
〔出所〕
 長谷部辰連
, 時任為基「明治九年千島三郡取調書千島着手見込書」
高倉新一郎編 （一九六九） 『日本庶民生活史料集成
　
探検・紀行・地誌、
北辺編』三一書房
: 二七一―二九五
　
所収、作者不詳『エトロフ島
漂着記』高倉新一郎編（一九六九） ： 『日本庶民生活史料集成
　
第四
巻
　
探検・紀行・地誌
　
北辺篇』 ：三―一二所収、 串原正峯（一七九三） ：
『夷諺俗話』 、高倉新一郎編（一九六九） ： 『日本庶民生活史料集成
　
第四
　
探検・紀行・地誌
　
北辺篇』 ：四八五―五二〇所収、秦檍
磨（一九八二） ： 『蝦夷島奇観』雄峰社
　
東京国立博物館蔵、最上徳
内（一七 〇） ： 『蝦夷國風俗人情之沙汰』高倉新一郎編（一九六九） ：『日本庶民生活史料集成
　
第四巻
　
探検・紀行・地誌
　
北辺篇』 ：
四三九―四八四所収、本田優子（二〇〇五） ： 「近世北海道におけるアットゥㇱ着用の様相」 『北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要』第一一号ＰＰ．七七―七八、津田命子（二〇一一） ： 『伝統のアイヌ文様構成方法による
　
アイヌ刺しゅう入門
　
ルウンペ編』
クルーズＰ．３、アイヌ民族博物館（二〇 六・九・一〇、学芸員）から 聞き取りを参考に筆者作成。
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も日常着として普段から獣皮が着られていたことが分かった。一方で、北海道ではアイヌ絵などからも見 るように、位の高い者と思われる人物は、主に文様の施された衣服や陣羽織などを着用していることから、ある一定の位の者が権威を示すものとして何 ていたかということは、地域によって異なっていたと考えられる。本田優子によると、少なくともアットゥ
ㇱ
の着用には地域差があり、
また、身分や貧富の差によっても着衣は異なってい とされている（本田二〇〇五：七七―七八） 。さらに、蝦夷錦や陣羽織といった衣服は、所有して る事で威信としての役割を担 いたと推察できるが、首長以外にはどの うな人物が着用していたか推測すると、巫術者であるトゥスクルが挙げられた。
　
このような衣服或いは文様の地域差を、さらに細かく客観的に分
析するため、衣服を中心とした資料収集、文様ごとの分類作業を中心に行い、地域ごとの特徴をより明確にしていきたい。　
衣服に関する記述は、文献に多くみることが出来るが、文献やア
イヌ絵といった和人の記録には、偏見や差別といったことが反映されてしまって る可能性もある。そのため、使用する文献・絵画史料に関しては史料の信憑性を十分に吟味し、慎重に取り扱う事とする。また、 当時の交易におけるアイヌと和人などの接触 関しては、衣類等を含めた 品に関する情報を正確に把握するためにも、アイヌの交易史を十分に押さえておく必要があると考える。今後は、このような歴史背景等に関しても注意をしな ら、衣服の文様の分類を進めていき い。注（
1） 「アイヌ」という語は、本来アイヌ語で「人」或いは「良い人間」という意味であり、地球上に生きる人々すべての事を指している。本稿では、和人と区別をする意味も込め、アイヌの定義は「アイヌ語を母国語と意識する人々」とし、使用する事とする。
（
2） 一般に「アイヌ文化」とは、日本史時代 分における近世後期以降を指すが、近年では擦文文化も 社会との交易を前提とした文化であるとする意見もある（関根二〇一六：八） 。
第二表
　
衣服の種類と主な分布地域
衣服名
分布地域
ルウンペ
函館地方、八雲地方、虻田地方、室蘭地方、白老地方など。北海道南西部から太平洋沿岸。
カパラミプ
北海道太平洋岸の日高東部に多い 静内辺りが発祥地と言われる。
チヂリ
文様の付け方により、十勝地方、静内地方、上川地方など分類出来る。
チカラカラペ北海道の各地。テタラペ主に樺太アイヌ。アットゥㇱ
北海道の各地。
〔出所〕
 函館市北方民族資料館（二〇一六・九・九、学芸員） 、アイヌ民族博物館（二〇一六・九・一〇、学芸員）からの聞き取りと、アイヌ民族博 の展示解説を参考に筆者作成。
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（
3） 本稿では「和人」という語は、アイヌ史研究を中心に行っている児島恭子の述べる定義に基づき、アイヌとの差別化を図る為に「本州以南 出自或いは血筋ではなく身に付けている文化をもつ人々のこと」とし、以後使用する事とする（児島二〇〇三：七） 。アイヌ語では「シャモ」とも呼ばれ 。
（
4） アイヌ絵とは、秦檍磨（一九八二） 『蝦夷島奇観』雄峰社
　
東
京国立博物館蔵などを指す。越崎宗一郎の よればイヌ絵とはアイヌの生活風俗を表現する絵画 総称の事をいう。ただし、アイヌは文字を持たず、絵も描かなかった民族である（高倉新一郎編一九七三：一一） 。一方で、このようなアイヌ絵はアイヌ自身ではなく和人 よって描かれたも であるため、場合によって 和人によ 偏見や差別的な部分が絵画に反映されてしまっている可能性もある。そのため、アイヌ を取り扱う際には、時代背景や作者の目的（記録目的或いは鑑賞目的として制作されたか等）を踏まえた上で、史料の信憑性を吟味し慎重に取り扱 くことが望ましいと考えられる。
（
5） イレズミは、入墨、刺青、彫り物、倶利伽羅紋々、タトゥーなど様々な名称があるが、研究者の間で 一般に「イレズミ」という語が使われている。その中でも、入墨・刺青・ れずみ・文身と、表記に若干の違いが見られる（土佐林一九四八金田一
 一九九三、畠山一九九五など） 。また、上述のような
呼称に限らず、イレズミの施術方法や施術箇所、染料、目的などは地域によって異なるが、漢字で表記すると意味が限定されてしまう可能性がある。その為、本稿では文字の やイメージから離れ、音だけを表すために「イレズミ」の片仮名表記を用いる事とする。
（
6） アットゥ
ㇱ
（
attus ）の表記は、研究者によって様々であり、
アツシ、厚司、アトゥシ、アットゥ
ㇱ
などと表記される。こ
れは各地域によって名称が異なっている可能性があるが アイヌ語の発音をローマ字で表したものだと
attus
と書かれる
ため、この発音により近いと考えられる「アットゥ
ㇱ
」での
表記が望ましいと考えられる。そのため 本稿では「アットゥㇱ
」として統一する。
（
7） アイヌにおける獣皮衣 、主に熊、鹿、狐、犬、兎、その他海獣などの毛皮を縫い合わせて作われるとされているが（荒井、村中一九六一：一二） 、和人との交易で、獣皮の交易品しての需要が高まり、同時に、和人からは木綿を得てい ことから、徐々に の衣文化が変化し いったのではなかと考え れる。
（
8） 荒井純子、村中智恵子 よると、植物質の衣服に関しては繊弱である上に着流しにしたり、副葬品にされて た為、現在では博物館以外 はあまり見られないとされていたが
 （荒
井、村中一九六一：一〇） 、副葬品としての衣服 関 ては、
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アイヌは副葬品専用である死者用の衣服を作っており、儀礼着や日常着として着ていた衣服とは別物であることが分かっている。その為、上述の理由としては除外されると考えられる。
（
9） アイヌ衣服は、素材の違いや文様の付け方などで、いくつかの名称に分類される。例えばルウンペ、カパラミプ チヂリ、チカラカラペ、テタラペ、アットゥ
ㇱ
など。
（
10） 主に、樺太に居住するオロッコやニブフ、またはアムール川流域に居住するナナイなどの少数民族において、魚皮の用途は多く、衣服のみならず帽子、鞄などにも使用されている（梶原二〇一三：五五） 。さらに、そ らの衣服などに施される文様も、アイヌにおける渦巻紋様モレウと類似している多様な渦巻や、アイヌ文様 は見られ い動物（鹿 鳥など）も描かれている（梶原二〇一三：六三） 。
（
11） 鮭以外にも、イトウなども使われる。
50尾以上の皮を必要と
し、背と腹の色違いを利用して接ぎ、ヒレの部分の穴に丸く模様のように見える接を入れる（荒井、村中一九六一：一二） 。魚 種類 よって 作ら 衣服 靴といった部位が異なる可能性もある。
（
12） トゥスクル（
T
usukur ）は、トゥスは巫術、クルは尊称とし
ての人の意であり、トゥスクルとは「巫術 行うおかた」という意義になるとされている（煎本一九九五：一九四） 。トゥ
スクルは憑霊により病気の原因の究明、治療を行う（煎本一九九五：一九四） 。
（
13） 煎本孝によると、トゥスクルのほとんどは女性であり、男性の巫術者は樺太アイヌに多く見られる点で、北海道アイヌとは異なるとされている（煎本一九九五：一九四） 。
（
14） 例えば、 「魚の骨チェプポネ
cep pone
はゴミと一緒にはし
ない。ゴミ捨て場の少し南に捨てる。魚の骨は粗末に扱えないからである。粗末に扱えば、トゥスクル（
tusukur
巫
術者）がトゥスして騒ぎ出す」 （北海道教育庁教育文化課編一九八七：一一二） 、 「カムイノミの時 アイヌの名前を用いる。自分も実はそれを持っている。祖母の妹で拝む婆さんがおり、子どもの頃体が弱かった で、この人 の語名前を付けてもらった。…（中略）…名付け親の婆さんはトゥス
tusu
をやる人だった。このトゥスは一人で勝手に起こるも
ので、自分の名を付けてくれ のも、向こうから勝手 やってくれたので、頼んでみて らったのではない」 （北海道教育庁社会教育部文化課編一九八七：一四― 五 どの事例が、北海道・網走地方に見られ このことから、少なくとも当時の網走においてはトゥスクルと思われる人物 出現してるが、その役割は禁忌を犯した者への処罰を行うというものあるいは名前 名付け親として力を持っている存在である。しかし、調査報告書からはトゥ クル ような巫術者自体
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存在・行為が報告されている事例が非常に少ない。この理由には、一八七五年の樺太・千島交換条約締結に際して北海道・網走地方へ移住していた アイヌの大多数が一九〇六年頃までには帰還していたこともあり、樺太の文化 それほど根付かなかったという可能性も考えられる（田村二〇〇七：三七―三八） 。
（
15） この理由には諸説あり、他には①オホヤンケと呼ばれる文様の刺繍 先端の尖った部分が悪霊をチクリと刺す（悪霊を寄せ付けない）とするものや、②文様自体に魔除けの力がある、といった理由もある（津田二〇一一：三） 。しかし何 も伝説であるため、すべてのアイヌが同じように考えているわ ではない（津田二〇一一：三） 。
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 第
42集
 家政系
編』
　
一八一―一九五
諏訪原貴子、鷹司綸 （二〇〇六） ： 「北海道アイヌを中心としたか
ぶりものについての研究」 『和洋女子大 紀要
　
第四六集
 家
政系編』
　
五九―七七
関根達人（二〇一六） ： 『モノから見たアイヌ文化史』吉川弘文館煎本孝（一九九五） ： 「アイヌにシャマニズムはあるか―聖典、治
療、演劇の象徴的意味―」 『民族学研究』六〇（三）
　
一八七
―二〇九
高倉新一郎編（一九七三） ： 『アイヌ絵集』 （図録巻・解説巻）番町
書房
― 91 ―
鷹部屋福平 （一九〇六） ： 「アイヌ服飾紋様の起源に関する一考察」 『北
方文化研究報告』北海道大学第一九輯
　
一―二二
田村将人（二〇〇七） ： 「温存された首長の役割―樺太庁が任命した
樺太アイヌの「土人部落総代」について―」 『北海道・東北史研究』四：三六―五三
丹菊逸治（二〇〇三） ： 「アイヌとニブフのシャマン伝承」 『千葉大
学社会文化科学研究』七
　
一―八
知里真志保（一九七三） ： 『知里真志保著作集
　
第三巻』平凡社
津田命子（二〇〇四） ： 「アイヌ衣服と文様の変遷」 『繊維製品消費
科学』第四五巻第一二号
　
二五―三〇
津田命子（二〇一一） ： 『伝統の 文様構成方法による
　
アイヌ
刺しゅう入門
　
ルウンペ編』クルーズ
土佐林義雄（一九四八） 「アイヌ文身文様の構成」 『民族學研究』第
一三巻四号
　
三八二―三八八
名取武光（一九四八） ： 「千島アイヌの祖印」 『民族學研究』第一三
巻四号
　
三七七―三八一
名取武光（一九五六） ： 「アイヌの衣食住」 『日本 化財』通号
一五：二六―二七
錦谷正（一九七〇） ： 「アイヌ文様
 Ｎｏ．一」 『北海道教育大学紀要
 
第一部
 Ａ．人文科学編』第二一巻第一号
　
二五―四〇
畠山篤（一九九五） 「古代の入墨と民俗（二） ［付：南島とアイヌの
入墨］ 」 『歴史民俗学』通号二
　
二五―七三
北海道教育委員会： 『オロッコ・ギリヤーク民俗資料調査報告書
 
北海道文化財シリーズ第一四集』 、大島暁雄・松崎憲三他編（一九九五） ： 『日本民俗調査報告書集成
 北海道・東北の民俗
 
北海道編』三一書房
　
一―三三所収
北海道教育庁社会教育部文化課編（一九八二） ： 『アイヌ民俗文化財
調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅰ旭川地方） 』北海道教育委員会
同編（一九八三） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調Ⅱ） 』
北海道教育委員会
同編（一九八四） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査
Ⅲ静内地方） 』北海道教育委員会
同編（一九八五） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査
Ⅳ静内・浦河・様似地方） 』北海道教育委員会
同編（一九八六） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗
Ⅴ釧路・網走地方） 』
同編（一九八七） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査
Ⅵ十勝・網走地方） 』北海道教育委員会
同編（一九八八） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
Ⅶ沙流・十勝地方） 』北海道教育委員会
同編（一九八九） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
Ⅷ鵡川・有珠地方） 』北海道教育委員会
同編（一九九〇） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
Ⅸ千歳） 』北海道教育委員会
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同編（一九九一） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査
Ⅹ千歳） 』北海道教育委員会
同編（一九九二） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査
Ⅺ道南東部地方） 』北海道教育委員会
同編（一九九三） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査
Ⅻ道東地方） 』北海道教育委員会
同編（一九九四） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査
ⅩⅢ） 』北海道教育委員会
同編（一九九五） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
ⅩⅣ補足調査
1） 』北海道教育委員会
同編（一九九六） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
ⅩⅤ補足調査
2） 』北海道教育委員会
同編（一九九七） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
ⅩⅥ補足調査
3） 』北海道教育委員会
同編（一九九八） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
ⅩⅦ補足調査
4） 』北海道教育委員会
同編（一九九九） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
ⅩⅧ補足調査
5） 』北海道教育委員会
本田優子（二〇〇二） ： 「近世北海道におけるアットゥ
ㇱ
の産物化と
流通」 『北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要』第八号
　
一―四〇
本田優子（二〇〇三） ： 「近代北海道におけるアットゥ
ㇱ
産出の様相
を解明するための予備的考察―開拓使の統計資料の整理と分析を中心に―」 『北海道立アイヌ民族文化センター研究紀要』第九号
　
三五―七九
本田優子（二〇〇四） ： 「アイヌ口承文芸にあらわれる衣服について」
『北海道立アイヌ民族文化センター研究紀要』第一〇号
　
三三
―六七
本田優子（二〇〇五） ： 「近世北海道におけるアットゥ
ㇱ
着用の様相」
『北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要』第一一号七三―一〇七
本田優子（二〇〇七） ： 「樹皮を剥ぎ残すという言説をめぐって―更
科源藏の記録に基づく一考察―」 『北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要』第一三号
　
一五―二九
